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概 要 　子 宮 内 環 境 か ら 大 気 内環 境 へ の 新 生 児 の 適応過 程 の 病 態生 理 を 知 る
一

つ の 試 み と し て ，出生 直後 よ り

生 後 71 ．1に 至 る 期 間 の 新 生 児 に っ い て ， こ れ を 正 常群 ， 仮 死 群 及 び 未 熟児群 の 3群 に わ か ち そ の 各 々 の 群 の

心 電 図 変化 を 比 較 L ，更 に こ れ ら 3 群 の 血清 カ リ ウ ム 並 び に ナ ト リ ウ ム 値 の 経 目 的変 化 に っ い て も 同 様 の 比

較 を 彳1
’
っ た t そ の 結 果 （1） ま ず 新 生 児 心 電 図 に 於 て 心 拍数で は 各群 と も 著 明 な 差 異 は み と め な か っ た が ，

心 電 図 波形 は 対 照 群 に 比 較 し て 仮 死 群 で は 出生 直後 PR
，　QRS ，　QT ，　Q1℃ 等伝 導時間 が 有意 に 延 長 し，　 T 波

振 幅 が 高 く，V
互 誘導 に 陰 性 T 波 を 示 す もの が 多 か つ た ．こ の 様 な傾 向 は 生 後 2 日 日 迄 み られ た が，以 後

一般

状 態 の
・
欧復 と 共 に 波 形 の 変 化 も 改善 さ れ た ．未 熱 児 群 で ｝ま P 波 振 幅 が 生 後 3 及 び 5 日に 有 意 に 高 く．（⊇RS

時 間 も延 長 し ，更 に 生 後 2 及 び 3 日に 於 て は Q −T 及 び QTc が 延 長 し た．　 又 VL 誘導 の s 波 が 深 い ．　（2）

血 清電 解質値 に 於 て は ，血 清 ナ ト リ ウ ム 値 は 3群 と も に 母 体 血，臍帯 血及 び 新生 児 1血に 著 明 な 差 異 を 認 め ・

ず 平 均 値 は 142〜143mEq ．／1 の 問 に あ っ た ．」血清 カ リ ウ ム 値 は 各 群 と も に 臍 帯、血値 が 母 体 血 値 に 比 し 有 意 に 高

く， そ の 後 生 後 2U で 最 高 と な つ た 後 次 第 に 低 下 し た ．更 に 仮 死 群 で は 心 電図 波形 の 変 化 が 著 明 な 出 生 直
「

後， 牛 後 2 及 び 3 日 目に 対 照 群 に 比 し 有 意 の 高 カ リ ウ ム 血 症 が み られ，又 未 熟 児 群 で は 生 後 5 日 R を 中心 と

し て 同 じ く高 カ リ ウ ム 血 症 が み ら れ た ．　（3） こ の 様 に 心 電 図 波 形 の 変化 と 血 清 カ リ ウ ム 値 の 変化 が あ る 程度

　・致 し た の で 両 者 の 相 関 を 求 め た が ， 出 生 後 間 も な い 時期 に 於 て は 1血清 カ リ ウ ム 値 が 7 ．1rnEq！1 を 越 え る と

PR ，　 QT 及 び （⊇Tc が 延 長 し ，　 P 波 振 幅 が 低 く，T 波振 幅 が 高 い 傾 向 が み ら れ た ．こ の 相関 は 生 後次 第 に 失

わ れ，高 力 丿 ウ ム 1菰症 に 伴 5新 生 児 心 電図 波 形 の 変 化 は 穎生 児 に 肺 呼 吸 へ の 適応不 全，即 ち ア シ ド
ー

シ ス が

存 在 す る 時，特 に 著 明 に な る の で は な い か と 推 測 し た ．

　　　　　　　　　 1・ 緒　　言

　近 年 新生 児 心 電図に 関 して多 くの 報 告が 行われ
1）N26）

胎 児及 び 新 生 児心電図に よ っ て 子宮内生活環境 か ら大気

内環境 へ の 新生児の 適応障害を早期 に 診断出来 るの で は

な い か と考 え られ始 め た
2η 〜29 ｝．成人 に 於 て は 既 に心 電

図の 有す る診断学的 な 意義や限界が確 立 さ れて い る が，

胎 児や新 牛 児に つ い て は成人 に於 け る基準 が 必ず しもそ

の ま ト 応用出来 る か 不 明であ り，叉新生児 心 電図の ど の

様 な 変化 が病的な 意義を有す る か に つ い て も，尚明らか

でな い
so ）．

　新 生 児や 未熟児 が 出生後大気内生活 を始 め る にあ た つ

て ま ず 必 要 な 事は 肺呼吸の 催 立であ っ て ， 児の 呼吸不 全

は そ の 縫の 児の 発育や予後 と重大な 関連 を有す る．従 っ

て新 生 1尼の 肺呼吸不全 が 心 電図 に どの 様な 変化 を ゲえ る

か を追及 す る 事は ， 新生 児 心 電図の 病的基準 を 定 め る た

め に 極 め て重要な 事 と考 え られ る．呼吸不全を 示 す新 生

児 の 体内 に は 酸素欠乏，炭酸 ガ ス 過剰，水 素 イ オ ン 濃度

の 滅 少，有 機 酸 の 蓄積 等 の
一

連 の 生 化 学的 変 化 が み られ

る ”
9S3fi’　1・　”UU ），既 に 喚 her27〕 は 呼吸困難症候群 を 示 す 未熟

児に 於 て こ の 様な 生 化学的変化の た め 児 の 体内 に 高 力
’

リウ ム 血 症 とそ れ に続 く心 電図変 化が 現 わ れ る事を発見

し，そ れ らが 児 の 予後 と重 大 な 関連 性 を 有 す る 事 を 明 ら

か に した．しか し新生 児仮死の 際見 られ る 血 清電解質変
’

化 や 心電図変 化 に つ い て は未 だ 明 確 な報告 は な い ．こ の
・

様 な 意 味 で 私 は 正常 な 新 生 児 に於 げ る 出 生 後 の 心電図変

化 を 基 準 と して，こ れ を 仮死 児や 未熟児の 心電図 と比較

し，更にこ れらの 児 の 血清電解質値即 ち疝［清カ リウ ム 及
’

び ナ ト リ ウ ム 値 を測定 し て ，こ れ らの 値 が 新生 児及 び未

熟 児の 心電図所見 に どの 様 に 反映 さ れ る か に っ い て追及
．

を行 っ た．吏に こ の 様な 測定 に よ つ て 新生児心電図の 病
．

的基準を確 立 す る手 が か りを 得，新 生 児心 需図の 異常所

見 を 米 す 病 因を 推測 す るの が本 研 究の 目的 で あ る．

　　　　　　 II・ 研究対象及び方法

　国 立福 山病浣に 於 て 昭和38年 9 月 よ り昭和 39 年 12 月
．

迄 の 1年 3ヵ 月 間 に 分娩 され た 新 生 児及 び 未熟児 の 中
丁

119 例 を モ の 対象 と して ，こ れ を対照群，仮死群，未熟

児 群 の 3 群 に 分 類 し た ．対 照 群 は 母体 に 妊 娠及 び 分娩合．

偽宦が な く， 生 後 1分 の Apgar 示 数 が τ点以 上 で以 後；
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順 調 に 発 育 した 体重 2510g よ り4430　g 迄 の 91例 で，仮 死

群 は 出生 後無呼吸や呼吸不 全 症 候が あ り，出生 後 1分 の

Apgar 示数が 6 点以下の 体重26809 よ り36509 迄 の 13例

で あ り， 未熟児群 は体重 2500g 以下の 仮死 や 呼 吸 困難

症 候を示 さな い 15例であ っ た ．

　 ・こ れ らの 児の 心 電図採取 に あ た っ て は 出生 直後 （生 後

10分 に 採取 ， 以 後同 じ），生 後 2 囗
， 生 後 3 日

， 生 後 5 口

及び 7 日の各k の時期に， 「福田 エ レ ク トロ 」製の新生

児用 ク リ ッ プ 電極 を 用 い て こ れ を 「カ ル ジ オ ペ ッ ト」 に

接 続し ， 四肢標準，単極肢及 び 胸部誘導 心 需 図 を採 取 し

た 。出 生直後 を 除 き啼泣 して い な い 安定 した 時期 を選び

採 取前 に は 「む っ き」 を 換 え授乳 した ．記録 は 速 度25m皿

4秒，感度 10mm ！mV と し ，
四 肢誘導の 測定 に は第 1

誘導を用 い ，QTc の 計算 に は Bazettの方程式 に よ り，

波形解析 に は 拡 大率 5 倍の レ ン ズ を用 い 測定 した ．

　 次 に 分 娩時母体肘静脈血 ， 出生直後 の 児 の 臍帯静脈

血，生後 2 ，3 ，5 及び 丁 日 の 児の 足蹠穿刺血 を採販 し，

各 ・々の 血 清カ リウ ム 及 び ナ ト リウ ム 値を測定 し た． 足

蹠穿刺 に あ た っ ては 内径 1　mm ，長 さ 75m朗の 毛細管 を使用

し，最初 の ユ滴を拭 っ て 組織を圧迫ぜ ず に毛細管現象を

利 用 し て 採1血、一
端 を 熔封 し直 ち に 12000r．p．m ．で 5

分間遠沈 して血 清 を分離，血 清 0．02m1 を Kirk 型 超微

量 ピ ペ
ッ ト （A ．H ．　Thomas 製検定済） で採販 した，、ifit

清 カ リウ ム 及 び ナ トリウ ム 値の 測定 に あ た っ て は コ
ー

ル

マ ン 21型 炎 光 光 度計 を 用 い た．特 に血 清 カ リ ウ ム 値の 測

定 に あ た っ て は検体の 溶血 に留意 し ， 採血後おそ くとも

30分以 内 に 血 清 を 分離 し ， 溶 r血を 認めた も の は 廃棄 し

た ．以上 の 測定値は すべ て 平均値 ± 標準偏差で示 し， 比

較 に は Student の
‘ ‘ t

’＞
test を用 い た ．

　 更に こ の 様な測定によつ て血 清電解質値 と心電図値と

の 間 に あ る 程度の 相関をみ と め た の で，血 清電解質を そ

の 値 の 高低 に よ りこ れを 4 群にわかち各 凄 の 新生児及 び

未熟児の 心電図値 を比較 した．叉 新生児心電図値は経日

酌 に 著明に 変化す る の で，カ リウ ム 値と心 電 図値との 比

鮫 はこ れを経 口的 に行 っ た ．こ の 際著 明 な 高 カ リウ ム r肛

症 を 示す未熟児心電図値が少い の で ， 呼吸困難症状 を示

L た 未熟児13例に っ い て の 測定値 も こ れ を加 え た．

　　　　　　　　 1皿・ 結 　　果

　 A ．新生 児心 電図の 経 日 的変化

　 （D 　新 生 児心 拍数 の 変化

　対照群 ， 仮死群及 び未熟児群 で の 心 拍数 の 経 日 的変化

は 第 1 表 に 示 す通 りで ， まず対照群 では出生直篌平均毎

分 145の もの が ，　 2 日に は 工241分 と減少し，以 後 は 漸

増 して 生 徒 7 日 に は 1461分 とな っ た ．仮死鮮及 び未熟児

群 に 於 て もほ ぼ 同様の 消長が み られた，

　 （2）四肢第皿誘導の 心電図波形の 変化

　 まず 各 女 の 群 の 伝 導 時 間 の 変 化 に つ い て は ，第 1表 に

示 す 如 く PR 時間は 対照群 で は 出生 直後 平均 O．110秒

で， 2 口及び 3 日 では O．107，5 日 では 0．105，7 口 で

は O ．105秒 とな っ た．仮死群 で は PR 時間 は 出生 直後平

均 0 ．124秒，2 日 0．121秒 とい ずれ も対照群 に 比 し有意

に 延長 し，そ の 後も有意差 は な い が やや延長の 傾 向を み

とめ た．未 熟児群 に於 て も
一
般 に PR 時間 は 延長 し，特

に生後 5 及び 丁 口 で著明であ っ たが ， 対照群 に 比 し統計

学的な 有意差はな か っ た．

　 QRS 時間 は 対照群 では出生 直後平均 O．040秒 で 以 後

次第に短縮 し，7 日 では O．038秒とな つ た ．仮死群に於

て は QRS 時間 は 出生後平均  ．e45秒 と有意に延長 した

が ， 以 後 は 短縮 して 対照群 の 値 に接近 した ．未 熟 児群 で

もQRS は や や 延長の 傾向が み られ た が ， 対照群 に 比 し

有意差は認 められなかっ た．QT 時間は対照群では出生

直後平均 O．25秒，2 日
一eo．2S秒 と以後短縮 して 生後 7 日

に は 平均 0．25秒とな っ た ．仮死群では 生後 3 口を除 きす

べ て の 時期に統計学的に有意の差を以 て 対照群に 比 し明

らか に延長し，出生 直後では 平均O．29秒，2 日に は 0．31

秒， 7 日 には O．27秒 と な っ た ．未熟児群でも対照群 と比

べ 出生直後及 び生 後 5 日 を 除 き統計学的に有意な QT 時

聞 の延長が み られ た ．

　 QTcに っ い て は 対照 群 で は 出 生 直後平均 o．39，2H に

0．41とな り以後次第に減少 して 丁日に は 0。39とな っ た．

こ れに 比べ て 仮死群では すべ て の 時期 に有意差 を以 て 著

明な QTc の 延長が み られ ，　 出生 直後平均 0．43，2 ロ

O．45，丁 日0．42であつ た．未熟児群で も QTc が対照群

に 比 し生後 2 及 び 3 日 に統計学的 に有意 に 延長 した．

　 次 に 各波 の 振幅に っ い て は まず P 波 の 振幅は第 1 表 に

示 す通 りで，対照群では出生直後平均 O．11mV で以後 ほ

ぼ 0．10〜O．1工の 値を 示 し 7 日に は 0．12mV とな っ た．仮

死群では P 波振 幅 は 出 生 直 陵 に 平均 0．09mV とや や 低い

外は対照群 とぼ ま等 しい が，未熟児群では 出生直後 より

耽 に平均 0．13mV と高 く， 特 に生 後 3 日及び 5 日 では 対

照 群 に 比 し有 意 に 高 い P 波 振 幅 が み られ た ．

　T 波の 振幅は 対照群で は 出生 直後平均 O．06mV で ， 以

後漸次高 くな つ て 7 日 では平均 0。10mV であ っ た．仮死

群では 出生 直後 平均 0．12，
2 日G．11とい ず れ も対照群 に

比 し有 意 に 高い T 波振幅 が み られ た が ， 以後次第 に低下

して生 後 7 日 に は 0．10mV とな っ た．未熟児群 で は T 波
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第 1 表 出 生 直 後 よ 牲 後 7 日迄 の 新生 児 心 拍 数及 び 四 肢講 の 心 電 図 灘 の 経 日的変イ匕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ19例 の 平均値及 び 標 準偏 差を 示 す

生 　後　 日　数 直 　後 2　 日 3　 日 5　 日

心 　拍　数

PR

対 照 群

仮 死 群

未 熱 児 群

対 照 群

145十 23 ．7124 十 ユi，0 ］31ヨ』「蘯0．6

153± 24．7 ユ3G十 10．4

、26轟 ．到
141十 10．7133

十 20．1

136→
−19，7

・ 1146
十 19．4

148十 15．8

　

　

　

導

問

G

伝

時

艶

　
七
　

（

　142十 14．召
r
　　　　　　　　　　　　　　　　132：ヒ18．4　　1　　142±22．］　　．−　150± 21

二旦＿＿
O．／1σ：1：　0．014　0．1σ7丘1≡　O，013　0．107±　0．017　0ユ05：±二　〇．020　0．105：±：　0・0161

仮 死 群 10 ．／24± 0．030

未熱児 暑羊　　　0．1ユ5±　0，021

QRS

対 照 群

仮 死 群

0，040十 　〇．OO6
O．045十 　〇．009

0．121：i：　0．012　0．114±　0．012iO．107±　0．013　0 ．108±　0．012

0．111±　0．013　0．1工O±　0 ．015　0．110：辷　0．020．0．112±　0．020

0．039：±：　0．00610 ．039：ヒ　0．005　0．038±　0．006

0．040十 　〇．006　0．040± 　0．005

未熟児 群 0．043±　0 ．00gl　O．042ゴニ　0．OD5．

対 　照　群　　10，25　±　0 ．040　0．38　±　0．036

QT 仮 死 群

未 熟 児 群

O．29　±　0．036　0．31　±　0 ．027

0．26　±　O，030　0．32　±　0．033

0．042± 　0．004

0．27　±　0．036
D，28　±　0．030

0。30 十 〇．030

0 ，040± 　0．OO7
0．042十 　〇．006

cr：26 十 〇．030

0．28　十 　〇．049

0，27　H−　O．e22

0．038≡≡　0，006

QTc

対 照 群 0．39　±二 〇．05G、0．41　±　0，044　0．40　」：　0．036

0．040十 　〇．OO9

0 ，040± 　0 ．004

0．25　：±：　O．0261

振 巾

（nコV ）

P

0，27　十 　〇．032

0．27　± 　0．044

　　　　　0．43　±　O．D5410．45　±　0．〔｝42　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　0．43　十 　〇．037仮 死 群　　　　　　　　　　　　
　　　　　O．41 ± 0．05710．45 土 0．0280 ．43 ± 0．047i　QL垂 ± 0・9鎚一Ω墨1L−」−P・．03｛未熱 児群

対 照 群

一
i・・U ±．璽 43… 0… ．圭

「b・・4・ 0・・「± 。・・420 ・10 ± D・°390 ・12 圭 0・043

0，39　±　O．03310 ．39　± 　O．035
　 　 − ー 1− − −
0．42　± 　0．04210 ．42　±　0．041

仮 死 群 　O．　09 十 〇．051iO ．10 十 〇．0240 ．ユ2 ± 0．0590 ．12 ± D．0360 ．／2 ± O．039

　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 0．13 ± 0．04ユ　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　0．14　±　0．042　0，14　± 　0．035末 熟 児 群　 0．13 ± 0．0570 ．12 ± 0．032

T

対 　照 　群　　
10 ．06　±　0 ．042　0．07　ゴ：　0．0470 ，08　：±：　0，045　0，09　：±：　0．0480 ．10　± 　0．0531

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．10　± 　0．057　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　0。09　± 　0．050　0．ユ0　±　0．042

集講 器 圭1…謝…撻欄 。 。8 ± 。．。＿ ，一亜 1。 、。 ≡・．。、2

振幅は 対照群 とぼ ぽ等 しい 消長 を 示 した．

　 （3） 胸部誘導心電図の 波形

　胸 部 誘 導 T 波の 波形 を 陽 性 ，
二 相性，陰性及 び平低性

T 波 の 4種 に分類す る と，まず V 、誘導の T 波 は 第 2 表

に示す女ロく対照君‡では出生直後1湯性 47．2％ ，
二 木目

’
性28。6

％，陰性 17．6％，平低 6．6％ と陽性 を 示 す もの が多 い が ，

生 後 2 日 よ り次第 に 陰性へ 逆転 し生後 丁 日に は 陰性波 が

90．1％ とな っ た ．仮死群 で は 出生 直後及 び生後 2 日 に陰

性波 を 示す もの が や や 多い ．未熟 児群 に於 て も 出 生 直

後陰性 波を示 す もの が対照群 に 比 し有意 に 多 く，そ の 後

も 統計学的 に 有意差は な い が 陰性 T 波 が やや多い 傾向を

みとめ た．しか し V5 誘導 T 波 に っ い て は，対照群，仮

第 2 表 　出生 直 後 よ り生 後 7 日迄 の V ， 誘 導 の T 波 波 形 の 変化

生 　後　日　数 直　後 2　 目

　 　 　
ゴ
T

3 日 　15H 7　 日

陽 　性

　　 　　　 二 相 性
対
’
照 群 一

蔭 性

43｛列　　47．2％　　29伽」　31，9％
26　　　28．6　　　　22　　　24．2

16　 　 17．6

平 低 性 66 ．633

　 　 36，3

77 ．7

8例　 8．8％　　2例　　2．2％ 　　3例　 3．3％

19　 　 20．877 ．7

62　　　68．2　　　 81　　　89．0

　 21
− 一’一一

2．211 ．1

4 　 4．可
一一
1

lr

陽 　 性 6　　 46．2

　　 　　　 二 相性
仮 死 群　

一 ・
　　 　　　 陰　性

1
　 平 低 性

2　 　 15．3

5　 　 38．5
…

「 「

82　 　 90．1

22 ．2

2　 　15．42 　 　 15．417 ．700

未熟 児 群

陽 　 性

二 相 性

陰 　 性

3　 　23．13 　 　 23．11

7　 　 53．8

1　 　 7．7

3　 　 20．016 ．7

8　 　61．5　 　 11

00

7．7　　　1　　　7．7 　｝

84．6　 12　 i万万
一

0

4 　26．7 旨 6 　40．0

0

1　 6・710

2　 　 13．3　 　 106 矛
｝

6　　40．07 　　　46．6　　　11　　　73．314 　 　 93．3

o000

平 低 性 2　 　 13．316 ．716 ．700

1　 　 6．7
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麟 1Apgar 示 数 2 点 ， 2920 　 9 ，
児の 生 直 後 よ り 生 後 5 日 迄 の 心電図及 び血清カ リ ウ

値 を
示 す ． 出生 直後 の臍帯∫位 カリウ ム 値 は

D3mEq1L と 増 加 し ， 心 電 図 は QRS
長 ， 　 1 ，皿誘 導 で T 振 幅 の 増 高 が著 明 で

る ． 生 後 2 日目 で 左 心 室 肥

大型の心電図が み ら れ，生後5 日 口 よ り 止 常 心 電 図

の 範 囲 内 に入 つた ． 死 群， 未熟児群

いず れ 杢
各 々の時 期 に ほ ぼ 半数 が 陽性 T波 を呈 し有

差 ｝ ま な い （第 8 表 ）． 　 次 に VI 誘 導の R 波と S
の 振 幅 の 比率 （RIS 比 ） につ いて は ，対 照群では第 4 表の

く 出生 直後RIS 比 が 1 よ り も 大 きい も の が60 ． 4 ％

，2日で 50 ．5 ％，以後 7 日に 68 ．T ％ となっ た． こ れに

し 仮 死群 では出 生 直後 RIS ＞ユの も の が 69 ． 2
で ， 以 後も 対照 群 と 比 較 し てR／ S ＞ 1 が やや多い が

計 学 的 な 有意差はな か っ た ．未

児 群で は 生侵2 及 び 3 日 に RIS 〈ユがやや多いが，対 照群

に 比 べ ると有意差 はな か った． 　 v5 誘 導 の R ！ s 比

っ いて は 対照 群で ： ・ ま 出 生 直 後 R ！s 〈 1 が 75 ．

唐ﾅ あ る が，そ の後 はR 波 が高く なる ため R ／S 〈 1

も のが や や 減少し た． 仮死 群 で は生 後 2 日を 除 いてR
S 〈1 のも の がやや 多 く 未 熟児 群 で ぽ 対 照群 に 比

逆 に RIS ＞1のもの が やや多い

向 はあっ たが，共 に 統計 学 的 な 有意

は認 めら れな か っ た（第 5 表） 。 　 B ． 血 清 電 解 質値の

日 的変 化 　（1 ）IfiL 清ナ トリ ウム値の 変化 　第 6 表に示す 如

対 照 群で は 母 体血血清ナトリウムflE は平均1
．2mEq ！L， 擠帯」齢 ご は平 均 141 ．3mEq ！ L で ，

以僕も生後 7 日 迄 殆んど 著明な 変 化 を示 さず

均 値は 142〜 工 43mEq1L

問にあつた ． 仮死 酵 及び未 熟 児群 でも 対 照 群とほ ぼ

様 の 平 均 値がえられ た． 　 （ 2 ） 　 II1 晴カリウム値の変 化

対 照群では 血 清カリ ウ ム 値は第6 表 に示 す 通 り， 母体

で平均 4 ・ 41nEq ！Lで あつたが ，臍帯 1fit で は 平均

D5mEq ／ L と 母体血 に比し有 意に高い 値が み られた ．

の 後，生後2 目 で平 均 5 ． 8mEq ！ Lと最高 となり，

幾次第 に 減少して 生後丁日には平 均5．3mEq ！Lと塩

た ．こ れ に 比 し 仮 死 群で は 母 体 血 カリ ウム値 は 平 均

B4mEqiL と 対 照 群 と全 く 等 し いが， 臍 帯 血 値 は 6 ．

EqiL 　と 対 照 群に
し 有 意 に

高
い
カ

ウム 値がみ られた ．の 後 生 第3 表　 出生直後

り生後7日迄のV，誘導のT波波形

変化

　 後 　
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第 4 表　出 生 直後 よ り生 後 7 日迄 の V1 誘 導 の Ris 比 の 変化

’

生 　後　日　数 直　後 2　 日 3　 日 5　 日 7　 臼

RIS ＞ 1

対 照 群 RIS 二155

例　60，4％146例　50．5％
’

99 ．999 ．9
Rts ＜ 127 　　 29，736 　　 39．6

45飼庄　　49．5％

10　　 10．9

R ／S＞ 1

仮 死 群 RIS ＝　1RIS

く 1

9　 　 69．2

未 熟児 群

004

　 　 30，8

R
／

FS
＞ 110 　 　 66．7

RIS ＝1 16 ．6

36　 　39．6

8　 　 61．57 　 　 53．8
00 2　 　 ユ5．4

5　　 38．54 　　 30．8

8　 　 53．37 　　 46．7

16．6　 6．6 ユ 6，6

46例　 50．5％ 　 58例 　 63．7％

99 ．966 ．6

36　　　39．6　　　　27　　　29．7

8　　 61．58 　 　 61．5

00 17 ．7

5　　 38．54 　　 30．8

9　　 60，09 　　 60，0

ユ
囁’
　 6．62 　 　 13．3

辺s 〈 1 4　 　 26．76 　　 40．07 　　 46．75 　 　 33．44 　　 26．7

第 5 表 　出 生 直 後 よ り生 後 7U 迄 の V5 誘 導 の R ！S 比 の 変 化

生 　後　 日　 数 直　後　　　　 2　 巨 3　 日 5　 日 7　 日

対 照 群

仮 死 群

R ／S＞ 1RfS
＝1RSt

＜ 1R

！S＞ 1Rts

＝：1　」

19例　　21．1％

3　 　 3．316
例　17．6％　19例　20．9％

66 ．65 　　 55．0

68　　　75．6　　　　69　　　75．8　　　　67　　　73．6

3　 　 23．16 　 　 46．22 　 　 15．4

22例　24．4％

8　　 8．9
60　 　 66．6

3　 　 23．1

『
30例　32．9％

77 ．7

54　 　 59．4

2　　 15．4

0　 　 0

R ！S＜ 1 ユ0　　 76．9

R ／S＞ 1 8　 　 53，3

未熟児群 Ris ・＝ 1 00
R ／S 〈 1 7　　 46．7

007

　 　 53．8

6　　 40．0

009

　　 60，0

00 ユ 7．700

11　 　 84．69 　　　69．2　　　　11　　　84．6

5　 　 33．46 　　40．0

0　 　 0　 　 　 　 0
　　　　　　　
］0　　 66．7　 　 9

8　　 53．3

0　 　 　 　 2　 　 ，3．3
　 　 　 1

− m −
60．O　　I　　5　　　33．4

第 6 表

一

　「母 体 血
　 　 　 1

血 清 ナ

ト リ ウ

ム 値

血清電解質値 の 経 口的変 化 （mEq ／L ）

　　　　　 臍帯血 　　 2　 日

対 囎 1平 均 値 11412
標準偏差　　　　　　3．8314L3143

．4

3．　04 3．91

3　 目 5　 日 7　 　1
’
1

仮 死 群

ユ42．83

．94

平 均 値 　 141．7
　 − 14

，60140

．召

標 準 偏 差

　　　　　　平 均 値
未熟児 群
　　　　　　標準偏 差

135 ．86

．75

3．73140

．35

．59

142．1　　　 144．4

2．94 3．55

ユ43．5144 ．1

5．31 3．52

142 ．63

．9314D

．9

血 清 カ

リ ウ ム

値

対 照 群
平 均 値

標 準 偏 差

　　　　　　平 均 値
仮 死 群
　　　　　　標 準偏 差

4．40

．384

．40

．30

4．26140

．96
．15

5 ．5 5．8 5．6 5 ．4

0．46 O．66

6・塹＿i　 6・2
　 　 　 　 　 0．800，71

0．67 0．54

6．1　 i　 5，7　　　10

．93 0．50

142．53

，76139

．7

未 熟 児 群

5．4ユ

141．83

．05

．3

　 　 　 　 　 　 　4．5　　 　　 5．8平 均 値
　 　 　 　 　 　

　 　へ
標準偏 差　 1　 0．66　　 0．80

5．9

0．725

．4

5．9

0．73

6、O 5．8

O．84　　 　 0．60 0，73 O．60

後 2 日 には 平均 6．2mEq ／L ， 3 日 に は 平均 6．1mEq ！L と

対照群に 比 しい ずれ も有意に 高い 値 が み られた が ， 以後

1は次第 に 減少 して 生 僕 7 日 に は 5．4mEq ！L と対照群 と

ほ ぼ 等 しい 値 とな つ た．未 熟 児群 で は 母体 1血の 血 清 カ リ

ウ ム 値 が平均 4．5mEq1L と対照群 と ぽ ぼ 同様であ る が ，

躋帯血 では平均 5．8mEq1L とや や 高 い f直が み られ た ，

’
しか し，対 照 群 に 比 し統計学 的 な 有意差 は な い ．そ の 後生

後 2 日 で は 5　．9mEqiL ， 3 日 では 5．9， 5 日では 6．0，

丁日 では 5 ．8mEqfL と生後やや上昇す る 傾向が み と め

ら れ，特 に 生後 5及 び 7 日 で は 対照群 に 比 し有意の 高 カ

リウ ム 血 症 が み られ た ．

　C ．新生児心電図変化 と高 カ リウム 血 症 との 相関
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一

　以 上 に 示 す 如 く新 生 児 心 電 図の 変化 は 仮死群で は 出生

直後 を中心 と して ， 未熟児群では生後 5 日を中心と して

著明 に み られ ，そ の 同 じ時期 に 血 清 カ リウム 値 の 上昇 が

み られ た の で，両 者の 相関 を 求め る た め ま ず新生 児の Jf］t

清カ リウ ム 値 をそ の 程度に よ っ て こ れ を4 群 〔即 ち第 1

群 （TfiL清カ リウ ム 値が 4．1〜 5．OmEq ／L），第 鉦群 （5．1
〜 6．  mEq1L ）．第 皿群 （6．工〜 T．OmEqtL ）及 び第 工V群

（7．1rnEqtL 以上 ）〕 に わ か ち ， 各 々 の 群 の 新 生 児 心 電

図値を比較 した．

　 そ の 結果は 第 7 表 に 示 す通 りで，ま ず心拍数は 出生 「宜

後 面k清 カ リ ウ ム 値 が 7．1mEq ！L 以 上 の 群 （第 ハ厂群） で

は 平均毎分 15Sで，」血清 カ リウム 値が 4．1〜 5．OmEq1L

の 群 （第 1群） に 比 して 有意の 増加 が みられ た ．しか し

そ の 後 生 後 い ず れ の 時期 に於 て も統計学的 な 有 意差 は み

とめ られ な か っ た．

　 PR 時間は 血 清 カ リウム 値 の 上昇 に 伴つ て 延長 が み ら

れ，特 に 出生 直後及 び生後 2 日に於て は第】V群は第 1群

に比 し PR 時間が 右意に延長 した．そ の 後 の 時期 で は 第

R 群 の 平均憊は い ずれも延長はみとめ られ た が ， 統計学

的 に は 有意鰲は な か っ た．

　QT 時間 も第 W 群 に於て は第 1群 に 比 し 出 生 直 後，、

2 口
，

3 日及 び 5 日 に 統計学的に 有意な麺長がみ られた

が ， 生 後 7 口 にほ 有意差はな か っ た．QTc も血清カ リ

ウ ム 偵 の 一L昇に 伴 っ て 増加 し，第 W群では 第 1群 と比 較

して 出生直後 よ り 3 日 迄 に各々 統計学的に有意に増加 し

て い た が，生後 5及 び 丁 日で は第 W群 と第 1群 の 間 に 著

明 な 差異 は み とめ られな か っ た ．

　P 波 の 振 幅 は 血 清 カ リウ ム 値 が 7．1mEqlL 以 一y．の 群

に や や低い 値が み られ た が，統計学上 の 有意差はな い ，

T 波振幅は
一
般に カ リウ ム 値 に ぼ ぼ 比例 した振幅の 増高

第 7表　出生 直後，生 後 2 日，3 日，5 口及 び 7 日の 各 々 に 於 け る

　　　　新 生 児 心 電図 変化 と 血 清 カ リ ウ ム 値 の 相関

心 拍 数

＼ 与後 嗷

晶需＼
　 4 ユー 5．0

5．1〜 6．0
　 6 ．1〜 7．0

［7 ．1以 上

直 　 後 2　 日

139十 20．5

3　 目

144十 21．8

5　 日

146± 29．0

158± 14．8

125十 16，5　　　　　13b十 1δ．5　 − 　　　　　　　　　1　　　　　　　　一

125十 153　 一 132十 20．8　 一
125十 13．〇　 一 137±19．9
127± 8．8129 ± 9．3

136十 23．1
137：±：19．3
139±：20．5
1．49± 11．5

7　　！．1

147十 23．9
150± 17．5

151十 17．7

153十 20．6

PR

4 ・1三璽 工σ・108± 0・9璽1

−
O・106圭 O・016i・O・107キ 0・。L90・105± 0・010・0・105± 0 ・016

伝 導

時間

（sec ．）

5 ・ユゴ ニq−i＿9−・　119±　0・012 ＿9二lg8：ヒ　0・011…0・108：ヒ　0・013　0・107±　0・010　0・108：ヒ　0 ・014
6 ，ユー 7．O　　　　　 O，117±　0．018　　　　　　　　　　　　 0．112±　0．015　0．110±　0．015　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．109十 　〇．016　0．106十 　〇．019

QT

7．1以 上

4．1〜 5．0
5．1〜 6．0

6．1− 7，0
7．1以 上

4．1〜 5．0

Q
．
11c5

．1〜 6．0

振 巾

（mV ）

6．ユ〜 7．0

P

T

7．1以 上

4．1〜 5 ．0
5．1〜 6．0

6．1〜 7 ．0

7．1以 上

4．1〜 5 ．0

5 ．1〜 6．0

6．1− 7 ．0

7．1以 ヒ

0．128十 　〇．019

O．25 十 〇．032

0．26　十 　〇．042
10．27　十 　〇．040

0，127：±二　〇．D16…0．115≡丑　0，018

0．28　± 　0．04310 ．26　：ヒ　0．031O

．117十 　〇．015　0．109十 　〇、020

0．25　±　0．031
0，29　±　0．03210．28　±　O．037iO ．Z6　±　0．032

0．29　± 　O、026
．0．30　± 　0．022iO ．33　± 　0．036

0．39 ± 0．asbl　O．41 ± 0勲 1

O、40　±　0．04810．42　±　0．038
0．41　±　0．063

’
0．42　±　0．038

10，29　十　〇．038
0，30 十 〇．036

0，37　十 　〇．044

0．41　±　0．033

0．43　十　〇．046

10 ，27　十 　〇．040
0．30　±　0．023
O．39　± 　0．043

O．40　十 　〇．036

0，39　十 　〇．023

O．26　±　O．028
0．25 十 〇．024

0，25　± 　0．031

0，27　±　0．032

0．40　十 　〇．030
．

0．40　十 　〇．033

0．46　十 　〇．025　 　 　 　 　 　 　 0．47　十 　〇巳046　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　0．43　十 　〇．058　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．41　十 　〇．045
0・11 ‡ρ・944… °・1堕 ゜・°t9．壁 1竺 ゜・°511α 1’ ± °・°3

皇．璽 雄 ゜・°36

1i且幸認1瀧 圭lil芸l　li｝珪：i，i：il：il　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O，12　十 　〇．041　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．11　」二　〇．035

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．11　十 　〇．042　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．工2　十 　〇．042

0，40　十 　〇．046

0．40　十 　〇．038

O，09　十 　〇．036

0．04　十 　〇．040

0．06　十 　〇．050

0．08　→
−
　0．060

0，11 ± 0．062

0．08　十 　〇．027
0．07　十 　〇，049

0．07　十 　〇．055

0．06 ± 0．042

O．09　十 　〇．030

0．10　十 　〇．039

0．06　十 　〇，054

0．07　十 　〇，048

0．07　±　0 ．044
0．10　± 　0 ．054

0．工O　十 　〇．058

0，09　十 　〇．057

0．09　± 　0．049

0，08　十 　〇．048
D．12　±　0．045

O．10　十 　〇．053

0．ユ0 ± 0．048

0．11　：±：　0．042

D．ユ〇　十 　〇．059
0．12　十 　〇．034
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が み られ，特に出生 当 口 で は 第 W 群 と第 1群 に 更 に 第 榧

群 と第 工群 の 問 に 有意差 を み とめ た が，以 後は 生 ee　3 日

の 第 N 群 と第 1群 を除 き統計学的 な 有意差 は み と め られ

な か っ た ．

　胸 部 誘導 の 新 生 児 心 電図 に於 て も同様 に 血清 カ リウ ム

伯 の 変 化に 伴 うV1 誘導及 び V5 誘導 の 丁 波波形や Rts

比 の 変 化 を 比 較 した が，各群 に於て著明 な 差異 は み とめ

られ な か っ た．

　　　　　　　　IV・ 考　 　按

　新 生 児心 電 図の 計測値 に っ い て 古来 多 くの報告 が行 わ

れ て い 7）　DX1）　rv　26 ），最近に な つ て 始 め て 同 じ 新生 児 心 電

図で あ つ て も生 後
．一
週間の 間 に 著明 な 経時的変 化 を示 す

事 が 知 られ て 来 た
e）”’1s ）．即 ち 最近 の 波辺

Sd ］の 報告 に よ る

と ， PR や QT 時間，更に QTc は 心 拍数が 最 も少くな

る生後2≦〜48時間 に最も延長 し，P 波振幅は 生 後 1 〜2

時間及 び生 後 7 日 に 高 く，T 波振幅は 出生 直後 やや高い

が 間 もな く平低下 し以 後生後 丁 日 に 向っ て 徐 々 に振 幅を

増す事が判明 した，叉，胸部誘導に於て は V 、 誘導 の T

波 が生 後24”・48時問 に 陰転化 し，　 TV
， の 振幅は 生 後 や

や低 くな る傾向がある事 を 見出 した．

　こ の様な 正 常の 新生児 の 心電図 に っ い て は そ の 計測値

や経時的変化 が 次第に 明 らか に な りっ っ あ るが，既述 の

如 くどの 様 な新生 児所見 が異常であ る か に っ い て その 病

的基準はい ま だ 明 確 では な い 。更 に新生児 に 於 け る心電

図採取 は 臨床 上 先天性心疾患 の 早期発見 とい う事 も さ り

な が ら
2），新生児期早期 に於て は 肺呼吸へ の適応不全 を

早期 に発見 し，そ の 病状を診断 し， 更に そ の 予後を推定

す る とい う意義が，更 に臨床上 重要 な の で は な い か と考

え られ る．

　既 に 胎児心電図では195丁年 SouthernS51力象胎児の 子宮

内切迫仮死 を心電図 の 応用 に よっ て 早期 に 診断出来 る と

述べ ，こ の 様 な 場合 PR
，
　 QRS 及 び ST 時間 が 延長

し ，
P 波が高 くな り，　 T 波 が 平低化 N は 陰性化す る と報

告 した．しか しな が らそ の 後の 研究では SQuthern の 報

告は 必 ず し も確認 さ れ ず ，
Stern 等

36 ｝は 妊娠 中絶時 の 人

胎児で， HonS η
は 子 宮内胎児死亡 を来 した 1 例 に 於

て，更に 金岡
38 ｝は 動物実験に よっ て そ の 胎仔acPt・2；’の 原

因 に よ る低 酸 素症 を 作 り，い ずれ も切迫仮死の 場合心拍

数 の 変化は 著明 であ る が，T 波や ST 部分を 始 め とす る

心電図波形の 変 化は や や遅 れ て 発現す る と述ぺ て い る．

　新生 児 仮 死 の 場 合 そ の 心 電 図波形 の 変化 に っ い て は ，

い ま だ こ れ を 明確 に 述 べ た報告は な い が ， 新生児の 肺呼

吸 不 全 の
一

っ であ る呼吸 困難 症 候群 に っ い て は 心電図波

形 の 変 化 が 児 の 予 後 とあ る 程度関連す る事が 次第に明ら

か に な っ て 来 た．即 ち1959年 Usher2 η

は呼吸困難症候群

を示す未熟児 に於て PR 時間及 び QRS 時 間 が 延 長 L ，
こ れ が 児 の チ後 と相関 し，更 に 治療の 効果の 判竃基準に

な りうる事 を 明 らか に した ．更に Usher は こ の様な 場

合 P 波 が 低 く広 くな り，QT 時間 が 延 長 し，　 QRS の 振

幅 が 低 くな り ， QRS 軸 が 左 室優勢 とな り，　 T 波振幅 も

減少す る と報告 した． 1961年 Keith ：9｝
は 同 じ く呼吸困

難症候児に つ い て PR 及び QRS 時間の 延長や T 波振幅

の 低下．叉 は 二 相 性 化 は Usher の 報告通りみ とめ られ

るが，P 時間の 延長，　 QRS 振幅の 低下 ，　 QT 時間の 延

長 は 著明で は な か っ た と述べ た．

　新 生 児仮死の 場合も， 未熟児の 呼吸困難症候群 と同 じ

く肺呼吸へ の適応不全の ため体内に 低酸素血 症 ，過炭酸

ガ ス 血 症 ，ア シ ド
ー

シ ス とい つ た一
連の 生化学的変化 が

み られ る 事か ら
20）A’33 ）， ほ ぼ同様 の 心 電図所見 が み られ

るの では な い か と期待 さ れ た が，私 の 観察 に よ る と両者

の 心 電図変化は 必 ず しも細 か い 点で同 様 では な か っ た．

即 ち 仮死 児 に 於 て は PR 時間や QRS 時闇の 延長 も観察

さ れ た が む しろ ， QT 時間や QTc の 延長が よ り著明で

あ り，更 に T 波振幅が 著明に 増 加 す る点 も既述 の 呼吸困

難症 僕児 の 心 電図変化 と異 な つ て い た．こ の 様 な 相違は

成熟 児と未熟児とい う相違 に 基づ くもの では な か ろうか

とも推測 され る ．

　即 ち私の 観察 に於て は合併症 の な い 未熟児 群 で も 生

後 2 〜3 口に QT 時間及 び QTc が 著明に 延長 して い る

事 を認 め た．1962年 Levine 響
゜〕は 未熟児 と成熟児 とは

あ ま り心電図値 が 異 な らな い が，未熟児では QTc が 延

長 して い る と報告 して い る．こ の 様 に 合併症 の な い 未 熟

児 で も既 に QT 時間及び （⊇Tc が 延長して い る た め ， 呼
吸 困難症候 を示 す未熟児では 合併症 の な い 未熟児 に 比較

して QT 時間及び QTc の 延長 が あ ま り著明で な い の で

は な い か とも推測 さ れ る．更に私の 観察では未熟児では

T 波 振幅 が 出生 直後低 く，5（　P 波 が 生 後 3 〜 5 日に 高 い

点 も明 らか と な っ た が ， こ の 点 Salmi41）
の 報告とは や

や 異 な つ て い る．
・

胸部誘導の 心 電図で は Castell・ n ・・ 等
42 ・

が 正 常新生児

では V1 誘導の T 波は 生後暫 くた っ と 腸性 よ り陰性 化

し，生 後 1 週閲 以 上 を過 ぎれば殆ん ど陰性 T 波を呈す る

た め生 後
一
週以後 の 陽 性 T 波 は 病的 の 右室肥大の 疑 い が

あ る と報告 した．更 に ，
こ の様な右室肥大の 児では 右軸転

移 ， 著明 な PII 波，　 Vi 誘導 の R 波及 び V5 誘導 の S 波
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の 増大 が合併 し ，
N 病的 な 左 室肥 大 叉は 左 室

‘‘ Stra・n ”

の 場合は 逆 に 左 軸転移，V5＿6 誘導 の R 波の 増大，　V5 誘

導 の T 波 の 陰 性 化 が み られ る と述べ た ．

　私達 の 以前発表 し た 報告 に よ る と正 常成熟児の 出生直

後では Vi 誘導 の T 波 は陰性 叉 は 平低化 を示 す もの が多

く
鋤 ，そ れ が 生 後 5 〜10分で次第 に 腸性 に転 じ， 以後生

後 24〜48時聞で再 び陰性 化す る 傾向 が あ る，本観祭に於

て は仮死児では成熟児 に 比 べ て生後暫 くの 期 間 陰 性 又

は平低TV 跛 を 示す も の が 多 く，未熟 児でも同様 の傾向

が 認 め られ た．更に 未熟児 で は 生後 2 〜3 日 に V5＿6 の

RIS 比 が ⊥ よ り大き くな る も の が多 く， 左 室の St・ai ・ を

示 すもの では な か ろ うか と思われれ る もの が 成熟児 に比

ぺ 多い 傾向を認め た ．しか しな が ら，こ の様な仮死群及

び未熟児群の 胸ZZff導 心 電図 の 変化は標準肢誘導の 伝導

時間の 変化稈 著 明 では な か っ た 。

　以 上 述 べ た来た如 く仮死児 に於 て は 出 生 直後 PR ，

QRS ， QT 時間及 び QT ・ が 延長し，　 T 波振幅が 増大

し，未熟児 に於て は 生 後 3 日 を 中 心 と し て QT 及 び

QTcが 延長して い る．更 に 仮死 児 に於て は 出生 直後，未

熟児でぽ生後 3 日 を 中心 と して 高 カ リウム 血 症 が み られ

たの で， 血 清 カ リウ ム 値 と新生児心 電図値 との 相 関 を

求めた ．そ の 結果 血 清 カ リウ ム 値 DS　 7・1mEq ／L をこ え

る と QT 時聞は出生直後 よ り 5 口迄 ，　 QTc では 生 後

3 日 迄，PR 時間では 生 後 2 日迄，心 拍数及 び T 波振幅

では出生 当 日 に，統 計 学 的 に 明 らか に 有意 の 延長な い し

増大が 認め られ る事を 見出 した．即 ち 出生当 日 を 中 心 と

して 血清 カ リウ ム 偵の 増加 と 心 霞図変化 が ほ ぼ平行す る

事を見 出 した ．

　既に1955年 6sterlund“ ） は 母体血 と臍帯血 の 亅貢1清電

解質値 を測 定 して， 胎児の 血液が非常 に溶血 し易．い た

め，あ る 程度の 測 定誤差はあっ て も，明 らか に 母 体 血 に 比

べ 臍帯血 の 血清 カ リウ ム 値 が増加 し ， 更 に仮死児では 血

清 カ リウム 値が よ り著明 に 高 くな っ て い る 事 を発見 し ，

こ の 高 カ リ ウ ム 血 症 が 胎 児 の 低酸素症 に よ る もの では な

か ろ うか と推測 した ．James輯 も新生 児の 低酸素症 に伴

うア シ ドーシ ス の 際高 カ リウ ム 血症 が み られ る と述べ ．

更 に Usher2Tlは未熟児に於 て 呼吸困難症候群 の 際病状

に 平行 して 高 カ リウ ム 血 症 が 表 わ れ，こ の 際 カ リウ ム 値

の 消 長 が児 の 予後 と極め て よ く相関す る と報告 した．

　新生 児 の低酸素症 の 場合何故高 カ リウム 血 症 が み られ

る か い ま だ 明 確 な説 明 は さ れ て い な い が ，

一
応次の 様 に

考えられ る．即 ち まず第
一

に呼吸性 ア シ ドーシ ス が存在

すれば血 漿中 に炭酸ガ ス が増加 し， CO 、 が赤．［fil球内に

拡散 して 血 球中で Carbonic 　anhydrase の 作用で H
、
COs

が 形成ざ れ，こ れ が H ＋ と HCO
，

一
に 分れ て H ＋ イオ ン

は ヘ モ グ ロ ビ ン と結合し 中和 さ れ る．こ の 時出来 た

HCO 、

一
は 血 漿中の HCO

，

『
イ オ ン と 平衡 を保 つ 目的で

血漿 中に 移動 し ， そ の 結果細胞内 外 の 荷 電 の バ ヲ ン ス が

くず れ，細胞夕トよ り細胞液 の 主 負 イ オ ン で あ る Cl一が血

液 中 に 入 つ て くるか （Chloride　shift4
「“〉）N は 細胞内液 の

主腸 イ才 ン であ るK ＋ が細 胞夕トに 出 る必 要 が あ る ．第二

に 細胞内液では カ リウ ム が 140mEq！L ， ナ ト リウム は10

〜13mEqiL と細胞膜 を T，1−；心 と して 細胞外液 の K ！Na 比

が 逆 の 関係 に あ る．こ の 中間 に あ る細胞膜の 中に含 まれ

る Adenosine 　 triphosphate が カ リウ ム 及び ナ ト リウム

の 能動的運搬 の 働 きを つ か さ ど り ， 所謂 「カ リウム
ー
ナ

ト リウ ム ポ ン プ 」 の 働 きを 行っ て い る
46 ）．しか しも し代

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

謝性 ア シ ドーシ ス が あ っ て ATP の 作用が阻害 さ れ る と

細胞外 よ り細胞内に カ リウム をとり入 れ る機能が 低下す

る．こ の 2 っ の 理 由で細胞外液，ひ い て は 血漿 中に カ リ

ウ ム 値 が上昇す るの ではない かと考え られ る．

　成人 に於て は 血清 カ リウム 値 が 5〜6mEq ／L に 達す

る と心電図の T 波 振 幅 が 増大 し， 7mEq 〆L に な る と S

T 降下 が み られ ， 8〜9mEq1L で A −V ブ ロ ッ ク 及び p

波消失，12mEq1L で 心停止を来す とい わ れ て い る
4T｝．こ

の 様 に 血 清 カ リウム 値の 上昇は 組織細胞特 に 心筋細胞の

代謝 に と っ て極め て重大であ る と考え られ る
4S ）．胎児及

び新生児の 心臓は 成人 に 比 し比 較的 カ リウム の 増加 に対

し耐性 は あ る もの の
27 ）一．

定隈度 を こ え れば循環障害 を 惹

起す る もの と考えられる．従つ て UsherZE〕や Stahlman29 ，

等は ア シ ドーシ ス を重炭酸 ソ
ーダや THAM で補正す る

事 に よ リカ リウ ム の 細胞外逸 脱 を 防 ぎ，葡萄糖及び イ ン

シ ＝ リン の 投与で glycogenesis を 促進する事 に よ リカ

リ ウム を 細胞内に 持込 み，叉 Ca ＋ イ オ ン を 与えて 血漿

中の カ リウ ム イ オ ン の 毒 性 を 中和 す る とい っ た
一
連 の 治

療 が ， 新生 児の
一
般状態 を 極 め て よ く改善す る事を報告

して い る．

　成入 に 於 て 高 カ リウ ム 血 症 の 場合，所謂 「テ ン b状」

の 尖 っ た T 波 を 示 す が，未熟児の 呼吸 困難 症 候群 に み ら

れ る高 カ リウ ム 血 症 に於て は T 波の 増高は著 明 で な く

む し ろ伝導時間の 延長 が 著明な た め ，
こ れは 成人の 場合

に みられ る純粋な高 カ リウム 血 症 と異 な り， 細胞内 カ リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ゐ
　

ウ ム が 喪失 した た め の 心電図の 変化では な い か と考 え る

人
49 ）もあ る．従っ て細胞外の 血 漿カ リウ ム を細胞内 に運

ぶ様に す る事 が こ の 様 な 心電図変化を是正す る事に な る

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　とも考 え られ る．

　 こ こ で注 目 すべ きは ，血 清 カ リウ ム 値 と心電図変化の

相関 が 生後 ま もな い 時期 にの み 著明であ る事で，本観察

で は 生 後 7 日に な る と血 清 カ リウ ム が た と え 7　mEqtL

に増 え て も著明な 心電図変化 が 見 られ な か っ た ．こ の 事

は 生後間もな い 時期の 高 カ リウム ．血症 と生 後 6〜7 日の

咼 カ リウム 血症 とが ， 互に そ の 成因 を異 に す るの で は な

い か とい う事 を 示唆す る ．即 ち生 後間 もな い 時期 の 高 力

IJウ ム 血 症 は 新生児仮死， 呼吸困難症候群 ， 肺拡張不

全 ， 羊水多 量誤嚥症候群等呼吸不全 に よ るもの が多 く，
事実，私達の 血 液水素 イ オ ン 濃度 の 測定 に よ っ て も pH が

　6．8〜 7．2 程度 に 減少 し ア シ ドーシ ス に よ る高 カ リ ウ

ム 血症 で あ る と考えられ る，しか し， 生後 5〜 7 日の 高

カ リウム 血症 は一
般状態が比較的良好 な 児 が 多 く，血液

dil・まpT ．4附近 に あ リァ シ ドーシ ス 以 外の 原因例 えば黄疸

や食餌性 の一過性 の 高 カ リウム 血症 に よ る もの では な い

カ・と考え られ る，

　 従 っ て 新生 児 心 臓 は カ リ ウ ム の 増加そ の もの に対 して

成人の 心 臓 よ り耐性を有す るが ，
こ れ が 臨床的 には呼吸

不 全，血液生 化学的に は ア シ ド
ー

シ ス に 伴 っ て 来 た 時

は ，同 じ 高 カ リウ ム 血 症 であっ て も新生児心臓に及ぼす

影響が 大 きい と考 え られ る．即 ち心電図か ら み る と所謂
t ‘

・・id・ tic　hyp ・ ・k・1・mia
”

とい う
一

つ の カ テ ゴ リーが

存 在 す るの では な い か と考 え られ る．更 に こ の様な場合

に 特 に ， 児の 予 後は カ リ ウ ム 廼及 び 心電図変化 との 関連

が あ る と考え られ る の であ る．

　　　　　　　　　V ・ 結 　　論

　出生 直後 よ り生 ff　丁 日 に 至 る時期 の 新 生児心 電図 にっ

い て 正 常群 91例，仮死群13例 ， 未熟児群 15例 に っ い て そ

の 変化を比較 し，更に 血 清 カ リウ ム 並 び にナ ト リウ ム 値

の 変化を各 k3 群 に っ い て 追 求 し次の 結果 を 得 た．

　 （1） 心 拍数は 3 群 と も出生 直後 に増加がみ られ た が

以 後 は 減少 して生後 3 日 頃 よ り再 び 増加す る傾向 を み と

め各群 の 間 に 著明な 差異 は な か っ た ，

　 （2）　心 電 図波 形 の 変化では 仮死群 は 対照群 と 比較

し，出生直後 PR ，　 QRS 及 びQT 時間 ， 更 に QTc が

統計学的 に 有意 に延長 し，T 波振 幅が 高 く，　 V
、 誘導の

陰性 丁 波 が多 い ．即 ち仮 死群では 出生 直後 に 心電図変化

が 著明で
一

般状態の 改善と共 に 心電図波形の 変化 も改善

さ れ た．

　（3） 未熟 児群では P 波振幅 が い ず れ の 時期 に も 高

く， 特 dc生 後 3 〜5 日 に対照群 に 比 べ 有意に 高い ．叉 Q
RS や PR 時間 も延長し，生後 2 日及 び 3 日 に おひて は

QT ，　QTc が 有意に延長した．叉 Vl 誘導で深い s 波を

示す傾向が あ っ た ．心電図波形の 変化は生後 2 〜 5 日 に

特 に 著明であっ た．

　 （の 血 清 ナ 1・リ ウム 値 は 3群ともに 母体 血，臍帯血

及び新生児血 の 間に 各々 有意差は な く生後もあまり著明

な 変化 は み られ な か っ た．

　 （5） ．rfa．清 カ リウム 値 は 3 群 と もに 母体．［血に比 し臍帯

血 値 が 有意に 高い 値 を示 し， 生後 2 日で最高と な り以後

次第 に減少 した．特 に 仮 死群では 出生直後，生後 2 日及

び 3 日 に対照群 に 比 較 して 統計学的 に 有意な高カ リウ ム

血 症 が み られ た．未熟児群では生後 5及 び 7 日 に対照群

と比較 して 有意 な 高 カ リウ ム 血 症がみ られた．

　 （6） 新 生 児 心 電 図変化 と高 カ リ ウ ム 血 症 の 相関をみ

る と，血 清 カ リウム 値 が 7．1mEq1L を こ え る もの に於

て ， 心拍数の 変動が著明で ，
PR 及び QT 時間，　QTcが

延長 し，
P 波振幅が や や 低 く，　 T 波振幅 が 高 い 傾 向 が み

られ た．統計学 的に は 心舶数は 出生 直後 の み ，
PR 時間

は出生直後及 び生後 2 日 ， T 波振幅は出生直後及 び 生後
3 日，QT 時間 では出生 直後 よ り生後 5 日迄，　 QT ・ で

は 出生 直後 よ り生 後 3 日 迄 の 間に 有 意差 が み られた．

　稿 を 終 え る に あ た り御 懇 篤 な 御指導 と御校閲 を 賜 っ た

恩 師 岡 山 大 学橋本清教授 に 深 く感謝 し，又 終 始 御 指 導 を

い た だ い た 国立 福 山 病 院 金 岡 毅 医長 及 び 種 々 の 御 助 言 を

下 さ つ た 岡 山 大学 関 場 香 講 師，武 田 佳彦講 師 に 感 謝 致 し

ま す．

　な お ，本 研 究 の 一部 は 厚 生 省 指 定 研 究費 に よ り，本論

文 の 要 旨 は 昭 和39年 3 月第 16回 日本 産科婦人科学会 総会

で 発表 し た ．
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